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シエ イ ク ス ピア(Shakespeare)の 「マ クベ ス 」(漁o∂ θ〃の と,ミ ドル トン,ロ ウ リイ

(MidletonaDdRowiey)合 作 「チ エ イ ン ジ リン グ」(C1～σ〃8〃 〃8)は と もに 眼(Eye)の

悲劇 で あ る。 これ ら の劇 の登 勧 人 物 た ち の限 は対 立 し,そ の対 立 は また劇 そ の もの の対 立 で

もあ る。 眼 は 同 時 に 他 の イ メ ー ジ と さ ま ざ まな 特 殊 な 関係 を 持 ち,微 妙 な,ま た広 大 な空 「』1

を再 現 す る こ とで 主 人 公 の 心 理 と情 況 の 否 定 的 環 境 を 明 らか に す る。 一 見 した と ころ二 つ の

劇 は,比 較 の た め の 条 件 を 欠 い て い る よ うに み え る。 もち ろ ん「マ クベ ス 」と 「チエ イ ン ジ リ

ン グ」の創 作 が わ ず か 十 七年 ほ ど のへ だ た りで あ り,内 容 的 に も マ クベ ス と女主 人公 ビー ア ト

リス(Beatrice)は と もに 悪(Evil)の 選 択 を し,行 為 が 玉 な るにつ れ て悪 が 習 慣 とな る点

言 い か え れ ぽ,主 人 公 の 性 格 に発 展 が あ る こ とが この 二 つ の 悲劇 の重 要 な類 似 点 で あ る こ と

は認 め られ るが,そ の他 の 面 を 観 察 す る と,こ の両 者 に はか な りの 相違 が あ る。

「マ クベ ス 」 の 主 題 は 主 人 公 の 野 心(Ambitio11)が 中 心 で あ り,「 チ ェイ ン ジ リン グ」 は

主 人 公 の 肉欲 的 愛(Desire)が 中心 で あ る。 また劇 そ の もの の構 造 もちが っ て い る。 マ ク ベ

ス の野 心 は次 第 に 悪 の選 択 に進 み,や が て破 滅 へ と緊 密 な詩 的 構 成 を も っ て えが か れ て ゆ く

に 反 して,「 チ エ イ ン ジ リソ グ」 は二 重 の筋(DOublePlot)か らな って い る。 これ に つ い て

は さま ざ まの論 争 が あ ったQビ ー ア トリスを 中 心 と した 男 た ち,ア ロソ ゾ(Alonzo),ア セ

ル メ ロ(Alsemero),デ ・フ ロー リー ズ(DeFlores)な どか らな る 悲 劇 的 主 筋 と,そ れ に

平 行 して 医者 の妻 イ サ ベ ラ(lsabella)を 中 心 と した 夫 ア リビ ァ ス(Alibius),ア ンi・ニ ォ

(Alltollio),フ ラ ン シ ス カ ス(Franclscus),ロ リオ(Loilio)な どの演 ず る喜 劇 的 な 筋 とが

巧 妙 に い り くん で.進行 す る。 文 体 も涌 勺とい うよ りは散 文 に 近 い。 さ らに この 劇 は ミ ドル ト

ソと ロ ウ リイ と い うか な り傾 向 の六 る 作家 が 共 同 で 執 筆 し,そ の 各 々の 特 徴 が よ く作川 に 生

か され て 成 功 した とい うの が定 説 と な って い る。 そ れ と対 照 的 に シエ イ ク ス ピァは,… ・貫 し

て悲 劇 の 本 質 を探 求 し,そ れ を そ れ ぞ れ 代 表 的 な作 品 に よ っ て 異 った 視 点 か ら再 現 して い

る。 「チ ェイ ン ジ リ ン グ」 は合 作 で あ るか らそ の よ うな 有機 的 構 造 を認 め られ な い。 この よ

うな 事 実 が あ るに もか か わ らず,こ れ らの 劇 が そ れ ぞ れ 眼 の イ メ ー ジを中 心 に して 明 らか に

して い る もの を探 りだ し,そ れ を比 較 す る こ とぼ よっ て,シ 。、イ クス ピ ア とそ の 同 時 代 の劇

の重 要 な 特 微 が 明 らか に され,こ の二 つ の劇 の 問 に根 本 的 に 老劇 と して か か わ りあ って い る

閨 迫が あ る こ とに 気 づ くの で あ る。

眼(Eye)の イ メ ー ジは,エ リザベ ス…世 時 代 の1{与で は,す でに ご くあ た りまえ の表 現 に

な っ て い た。 特 に 恋 愛 を テ ー マ と した 詩・,ソ ネ ッ トな どに 多 く用い られ て い る。 そ れ は ま

た 当時 の心 理 学 説 と して も受 け いれ られ て,一 般 民衆 も どの 程 度 に であ るか は わ か らない が

信 じ,か な り彼 らの 表 現 に利 用 して い た の で あ る。 ロバ ー ト ・バ ー ト ン は 「欝 病 の 分 析 」
(1)

(1621)で,眼 に つ い て マ ー ロ ウの詩 を 引 用す る,



so

So　at　her　presence　all　surpris’d　and　tool〈en，

Await　the　sentence．　of　her　scornful　eye；

He　whom　she　favours　lives；　the　other　dies．

彼女の君臨するところ，みな心奪われ，

そのきびしい眼の判決をまつばかり，

彼女の許すものは生き，さもなくば死ぬ。

眼は霊気をもち，相手をすばやく感染させる。そこで美は眼を通じて魂そのものをえぐる

愛の傷口を開く。その霊気は血液を毒すこともある。シェイクスピアの時代に，恋愛詩のな

かで眼のイメージがごく普通に用いられ，登場してくるのは，バートγ流の考えがゆきわた

りルネッサンス期のヨーロッパ詩に普通な修辞的技法となっていたからである。

　限のイメージが当時の詩に普通に用いられていたのであるから，当然劇のイメージにも

表現されている．。「チエイソジリング」には限のイメージがどのように表現されているか，

それは劇の構造とどのような関係をもつのか。

［］

「チエインジリング」は，アルセメPの眼の困乱から始まる，

T’was　in　the　temple　where　1　first　1）eheld　her，

i｛）Lnd　now　again　the　same；　what　omen　yet

Follows　of　that？

教会であの人を初めて限にしたが，

また同じことになるとは，いったい

何の前兆なんだ。

（1，　i．　1－3）

　アルセメロの眼の困乱は氾ミのためである。親友のジャスペリーノ

あまりの急変ぶりにとまどいながらいう，

（JaSperino）は，友の

Anc！　have　you　chang’d　your　orisons？

お祈りを変えちまったのか。

（1．　i．　34）

　冒頭のアルセメPtの独白と，それに続くジャスペリーノの驚きと疑いにとまどっている疑

問文の連続，この二人の対話からすでに観客はこの劇の未来に対する不吉な予兆と人間の心

の内部の動揺を感じとるにちがいないが，すべてはアルセメロの愛のための困乱，彼がビー

ア1・リスの美を見た（beheld）ためなのだ，

1　love　yoti　clearly．

心から貴：女を愛していますQ

（1．　L　71）
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だがビーアトリスの限は判断の眼である，

　　　　Be　better　advis’d，　sir：

Our　eyes　are　sentinels　unto　our　judgeinents，

And　should　give　certain　judgment　what　they　see；

But　they　are　rash　sometimes，　and　tell　us　wonders

Of　common　things，　which　when　our　judgements　find，

They　can　then　check　the　eyes，　and　call　them　blind．　（1．　i．　71－76）

　　　　よくお考え遊ばせQ

私たちの限は判断の見張り番ですの，

見たものを確実に判断しなければなりませんのに，

眼はときどきあわてて，めずらしくもないものを，

めずらしいなんて報告しますのよ。ですから判断がそれに気．つくと

限をしかりつけ，盲ねといいますの。

　判断（judgement）と眼（eyes）は対1立1しているようにみえるが，むしろ眼自身の困乱を予

測させる点が面1意1い。眼はある情況において定まった視点をもつが，その視点に拘束される

ことはない。だから判断の眼は情慾（desire）の眼によ．って曇らされる。

眼はその霊気でかくれた人間のさまざまな本能を刺戟して，語いを感染させる。眼はあら

ゆる珍しいもの（wonders）を報告するが，判断が狂うと，その立場は逆転するかも知れな

い。ビーア1・リスの眼は危険をはらんでいる眼だ。アル八戸ロの限は，ビーアトリスの判断

の眼を狂わそうとしている，

1　shall　change　iny　saint，　1　fear　nie，　1　find

A　gidcly　’turning　in　me．

私宗旨を変えてしまうのではないかしら，

目眩がする。

（L　i．　ltt　5－IS6）

　ビーアトリスがアルセメロを愛することから劇は発展するが，それと同時にビーアトリ

スの眼が発展する。彼女は判断と眼の釣合いを確信している。眼が真実を曲げて伝えれば，

その．盲目を叱責するだろうQ判断と眼の釣合っゾこ状態をビーアトリスは判断のIHi乏（the　eyes

of　judgement）といっている，

For　’tis　a　principle，　1ie　that　can　choose

’1”hat　bosom　well，　who　of　his　thoughts　partakes，

1’roves　most　discreet　in　every　choice　he　makes．

Methinks　1　love　now　with　the　eyes　of　judgeinent，

And　see　the　way　to　merit，　clearly　see　it．

A　true　deserver　like　a　diamond　sparkles，

In　darkness　you　may　see　him，　that’s　in　absence，
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Which　is　the　greatest　darkness　falls　on　love；

Yet　is　he　best　discern’d　then

With　intellectual　eyesight；・・・…

世の通念からいって，心の思いをわかちあえる方を

うまく選べる人間は，どのような選択をするにしても，

…番分別があるということになるのだわ。

いまわたくしは判断の眼で愛し，仙値への道を

それこそはっきり見通していると思うの。

真実価値のあるお方はダイアモンドのようにきらめいて，

暗闇でも見える，居らっしらないと，

それこそ恋には一番の暗闇になりまずけれど，

それでも理知の視力で

よく見分けられるわQ

（II．　i．　10－19）

ビーアトリスの眼は世の通念（principle）と異質のものではない。しかしその通念も人が変

れば眼も変る。暗闇（darkness）のなかでもきらめいてみえるものが，見えなくなることも

ある。理知の視力（intellectual　eyeSight）では見えないものが存在する。これは理知の眼

であるにはちがいないが，またビーアトリスの心の眼（milld’s　eye）ともいえる。心は限の

報告を判断している限りにおいては真実を伝えているだろう。しかし心の動揺は眼の動揺を

呼びこむQビーアトリスの視力は曖昧である。

　作者はまったく異質の限の存在を語ろうとしてデ・フローリー．ズを登場させている。彼は

女の欲望（desire）に関して確信を持っているQ

As　children　cry　themselves　asleep，　1　ha’　seen

Women　have　chid　themselves　abed　to　men．

子供が泣きながら寝つくように，女ってやつは

つべこべ言いながら男と寝床に入るのを見てきてるんだ。

（II．　i．　87－88）

デeフローリーズを見るビーアトリスは，他のどのような激情（passions）にかられたより

もさらにはげしい嫌悪感をもつ。それは何かの禍い（SOme　harm）が及びそうな予感を伴っ

ている。しかし，彼女の理知の視力はその真相をあばくには余りに盲目である。彼女の予感

は主としてデ・フローリーズの顔，外見一しの醜さからきている。心の眼の曖昧なことと，実

際の眼の観察が判断に訴えている外的事実との二重写しに気づいていない。曖昧なのは理知

の眼の独裁による。

　デ・フP　一一リーズの視点は定まっている。彼の眼は疑いようもなく欲望の眼である。劇の

すべての行動を通じてデ・フP一リーズの眼は固定して動かないQ

　　　　・where　swine－deformity　swilis

The　tears　of　perjury　that　lie　there　like　wash－

Fallen　from　the　slimy　and　dishonest　eye，一一一一 （II．　i，　43－45）
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　　　　醜い豚のたれ流す偽りの涙は

ぬらぬらした不実の眼からしたたり，

残飯の残り汁のようにたまってい70，

うす気味の悪い眼のイメージが現れ，悪魔のささやきのように判断の眼を狂わそうとしてい

る。偽証（perjury），落ちる（Fallen）は地獄のイメージであり，豚（swille）は汚れた
　　　　　　　　　　く　　
（unclean）霊が住まう。ぬらぬらした（slimy）は，現代詩人T．　S．エリオットの，

A　rat　crept　softly　through　the　vegetation
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
Dragging　its　sliiny　belly　on　the　bank

ねづみがくさむらをそっと這いずった，

ぬらぬらした腹を土手にひきずり，

を思わず思いださせる独創的なイメージである。

　デ・フローリーズの眼は力強い，誘惑の眼である。ビーアトリスのそれに働きかけ，やが

てその曖昧さの深みへ影響してゆくだろうQ彼は直観的にビーアトリスの内にある彼女自身

気づかない性質をかぎとっている。

She　turns　her　blessed　eye　upon　me　now，

And　1’11　endure　all　stornis　before　1　part　with’t．　（II，　i．　50－51）

あの女がおれに有難いまなざしをむける，

別れるまではどんな嵐が来ようがそいつを受けとめてやる。

恵みのまなざし（blessed　eye）の皮肉はデ・フロ　・一リーズにとって二重の意味をもってい

ることになる，自嘲と確信と。彼は自己の欲望に正直なのであって，何もかも承知している

訳ではない。彼は行為の予測をするだけの想像力を持ちあわせない，

　　　　…　1’11　please　inyself　with　sight

Of　her，　at　all　opportunities，…

　　　　あらゆるきっかけをつかんで

あの女を眺めては楽しむのだ，

（1，　i．　103－104）

という正直さのために彼はビーアトリスの暖昧さ．を見ぬいているにすぎない。

　　　　1　know　she　liacl

Rather　see　nie　dead　than　tiving，　and　yet

E　he　knows　no　cause　for’t，　but　a　peevish　will．

　　　　このおれさまがこうして生きているより，

くたばってしまえばいいと思っているのは百も承知，

（1．　i．　loro－lo7）
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だがあの女は理由もわからず，ただ気ままにしてるだけのことよ。

わけもわからないものが，ビーアトリスの眼に不安を呼びこんでいる。』デ・ブローリーズは

それをはっきりさせようとしている。彼のもつ皮肉はそこからくる，

Your　eye　shall　instantly　instruct　you，　lady．

いま御自分の眼でお知りになりましようよ。

（1．　i，　94）

デ・フPt一り一ズの言語が皮肉な調子をもつのはいつもこのような場面においてである。単

に父王の到着を告げるための表現が，皮肉にもデ・フローリーズの心の内の真実をさらけだ

している。たしかにビーアトリスの眼は彼女自身に真実を教育するだろう。

　ビーア1・リスの眼とデ・フローリーズのそれとは対照的であるが，しかしやがてビーア

トリスの判断は狂いだす。眼は真実をかくしだすが，それは心が眼をなかば盲昌にしたから

である。「恵の眼」（blessed　eye）が「ぬらぬらした不実の眼」（the　slimy　dishonest　eye）

によって誘惑されている。

1　have　within　mine　eye　all　my　desires；

この眼のうちにあらゆる望みが満足させられているわ。

（IL　ii．　8）

望み（desires）は曖昧であり，眼の喜びは直ちに恐ろしい思いつきに発展する，

　　　　…　the　ugliest　creature

Creation　’fram’d　for　some　use，　yet　to　see

I　coulcl　not　niark　so　much　where　it　should　be！

　　　　どのように醜い者も

何かの役に立つようにできているのに，

わたくしとしたことが気づかないなんてどうかしてたわQ

（II．　ii，　43－45）

ビーア1・リスの眼は相変らず判断の眼：で，アルセメロは分別（wisdOllDを教えられる，と

いっている。しかしすでに判断は変化して，それを．盲だとはしないばかりか，…つの発見の

喜びを伝えている。ここでビーアトリスの判断の眼4）抵抗は終りを告げる。彼女の眼はデ。

フローリーズの慾望の眼の中へ底なし沼のようにのめりこんでゆく。彼女の眼は外観の美や

醜，外界の秩序，道徳的判断の覆いを取り除いて，残るは裸の眼である。いま残されている

唯一の仕事はその眼の行きつく所まで行きつかなければならない，

1－low　heartily　he　serves　ine！　1’lis　face　loathes　oi｝e，

But　look　upon　his　care，　who　woulcl　not　love　him？

The　east　is　not　niore　beauteous　than　his　service，

あの男は何とよく仕えてくれることか。顔は醜いけど，

（V，　i．　70－72）
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あの心くばりを見れば，どうしても好意をもってしまうσ

明けの空だってあの男の献身ほど美しくは見えないわ。

醜さ（deformity）は美しさ（beauty），嫌い（ioathes）は好き（10ve）にならなければな

らない。眼はとことんまで奈落の底へ落ち，ビーアトリスはそれをみつめなければならなく

なる。眼はビーアトリスの眼とデ・フP一リーズの眼の対立から協調へ，位置は逆転する。

　以前の婚約者ピラックオがデ・フローリーズに殺害される。するとビーアトリスは，

My　joys　start　at　mine　eyes；　our　svv’eet’st　delights

Are　evermore　born　weeping．

うれしくて眼が飛びだしそうQ…・番

甘い嬉しさはいつでも泣きながら生れるの。

（III．　iv．　25－26）

という。眼は判断の限でなく，欲望の限になってしまついる。喜びは殺害から生じている。

ビーア1・リスの眼は道徳的秩序の外にいる。眼は盲目でいびつである，

Ancl　ii：　that　eye　be　darkenecE　that　offends　nie

あの嫌な根がかき曇りさえしたら，

（III，　iv，　14）

彼女は思いつめている。眼の変化が彼女を無秩序の極限まで押し進めてゆく。

　喜劇的筋の人物たちの限も誘惑の眼をもって現れる。嫉妬深い医者のアリピアスは，妻イ

ザベラに対する男たちの眼をきらっている，

　　　　1　would　not　have

To　see　my　wife：　gallants　1　do　observe

Of　quick　enticing　eyes，…

　　　　おれは連1・1，itlc

妻君を見せたくない。索早く

色目を使う女たらしもいるからなo

a　ii，　r）3－sr））

そこで彼は召使のロリオに命じてイザベラを監視させようとする。Pリオは油断のない眼

（watchful　eye，1．　ii，32）をもっているはずだが，実はあやしいもので，何を見ているのか

わかったものではない。

　ところが肝心の色男たちはイザベラをたらしこもうとして失敗してしまう。彼らはロリオ

を手なずけて，イザ．ベラと接触するが，実はアントニオはアリピアスと同様の羽目であるこ

とがわかる。自分の変装は成功したが，イザベラの変装をみぬけない。すると．イザベラはそ

の変装をかなぐり捨てる，

But　you　are，　as　sur’e　as　1　am，　niad，

Have　1　put　on　this　habit　of　a　frantic，
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With　love　as　full　of　fury　to　beguiie

The　nimble　eye　of　watchful　jealousy，

Af）d　am　l　thus　rewarded？　（IV，　iii．　IZ6－1：30）

あんたはあたしと同じに馬鹿よQ

こんな狂った姿でそれこそ

狂らちまいそうな恋心から

あの嫉妬の監視のぬけ目ない眼をだまそうとしたのに，

その報酬がこんなことなの？

召使Pリオの眼も明き盲だ。彼はデ・フ・リーズばりの欲望の眼を持っているような物真似

をする，

Look　you　but　cheerfully，　and　iti　your　eyes

I　shall　behold　my　own　de’formity

And　dress　myself　up　fairer；

心も軽く微笑んでくださればその限のなかに

わたしは自分の醜さを二つり曽て，

さらに美しくかざりましようQ

　　　　　　　　（4）
（III，　iii，　236－238）

これは物真似ではあるが，彼の眼は確かに医者のいいつけにそむいていて，本来の眼の使命

を失ってしまっている。喜劇の筋の眼は困乱して，おかしみがその底にある眼に対する不信

感をやわらかく包みこんでいる。ユーモアの覆いがはぎとられると，たちまちイザベラやア

ントニオ，フランシスカス，アリピアス，ロリオたちはむきだしの対立の悪意的世界に突き

落1されるだろう。

　逆さまになったビーアトリスの眼は，丁度逆さまのままに見たものを心に伝える。このと

きデ・フロリーズはすでに彼女の限の；1幾械にすぎず，この劇の有機的発展に主役ではなくな

っている。ビーアトリスは彼女が判断の眼でみつめていた事物から自己をかくそうとする。

彼女の眼は人の眼をごまかし見えなくすることのためにのみ働く。まず彼女は自分のデ・フ

P一リーズとの情事から，アルセメロの眼をそらそうとする。彼女の眼の判断の本質は少し

も変ってはいない。かつては判断の眼であったものが，欲望の眼になり，そのために判断の

眼を恐れている。それだけのことであるが，ビーアトリスはその眼の本質に対して無知であ

り，その無知が彼女の行動を決定して行く，

Before　whose　judgement　will　my　fault　appear

Like　nialefactors’　crimes　before　tribunals一

あの方の判断力にあっては，わたしの罪も

裁判官の前で悪人の罪があばかれるように露見してしまうわ。

（IV．　i．　7－8）

今後現れるビーアトリスの犯罪とその習慣性の恐怖はこの眼の特質なのである。彼女の眼は

喜劇的筋の人物たちの眼が暗示している眼りない変化へと逆転してゆくだろう。
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　それを裏附けているのが罪（Sin）である。ビーア1・リスの眼の無知は，彼女の行為全体

の無知でもある。ここにおいて初めて彼女とデ・フローリーズの位置は逆転する。デ・フロ

リーズセこは少くとも自己の欲望に対する確とした意識がある。トマソはビーアトリスに疑い

を抱いている。あの女は悪い女だろう？正直なデ・フローリーズよ，答えてくれ，

No，　no，　a　pretty，　easy，　round－packed　sinner，

As　your　most　ladies　are，　else　you　might　thinl〈

1　flattered　her；　but　sir，　at　no　hand　wicked，

Till　th’are　so　old　their　sins　and　vices　meet，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
And　they　salute　witches．　（IV　ii．　51－55）
ええ，そりや【器量よしの，男好きのぼってりした浮気女でさあ，

たいがい御婦人はそうでさ，そうでないと言えば

世辞になる。でも貴方様決して性悪じゃねえです，

年くって罪やら悪事やら重なって

魔女に挨拶するようにでもなりや別ですがね。

デ・フローリーズの答えである。round－packedは肉付きのいいという意味に受けとられて

いるようであるが，孕むとか腹ぽてになりやすいとかの卑俗な連想をよびこんでいる。

sills　and　vicesも別のテクス1・ではchins　and　nosesとなっているQしかしsins　and

vicesの方が面白いといえる。デ・フローリーズは女性観をかくそうとしていない。1・マソ

は感心する，

That　De　Flores　has　a　wonderous　honest　heart；

あのデ・フP一リーズのやつは何と正颪なやつなんだ，

（IV．　ii．　57）

デ・フローリーズは，トマソにあの弟の血の臭いをかぎ，

一His　company　ev’n　o’erlays　my　conscience．

こいつといると良心におさえつけられ，る

（IV．　ii．　56）

という。行動の完全な認識がある。曖昧な言いまわしであっても，ビーアトリスの行動の予

測がなされている。この劇において彼の良心はよくえがかれていない。良心の響きはむしろ

非常に軽い調子を持っている。concienceは良心というよりは，デ・フローリーズの意識の

正確さを表すものであろう。

　そのような意識を持たないところがら，ビーアトリスの恐ろしさの印象はくる。彼女はい

まは盲目であり，かつては判断の眼であったものが，はなはだ逆説的に，盲目のための判断

の眼になっている。デ・フローリーズは今の彼からみるとむしろ古い習慣的な見方の人物

であるようにすらみえる。ビーア】・リスは自由である。彼女の選択は次から次へと発展す

る。彼女はデ・フローリーズ以上に罪（Sill）の意識を持っているようにみえる，
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Murder　1　see　is　trollowed　by　more　sins，

殺人の次にはもっと多くの罪がひかえているのだわ，

（III．　iv，　164）

愛するアルセメロに与えるべぎ処女をデ。フローーリーズに与えたことを，彼女は真実を覆い

かくしてつぐのおうとする。彼女は悩んでいる。罪を感じている（IV．　i．　7－8を参照）。しかし

ビーアトリスの感じているのは罪の意識ではない。・罪の意識は上下の意識，神と人との関係

からくる。また同時に自己自身に対するいつわりのない認識からくる。彼女の感じているも

のは恥（Shame）の意識であり，相対的意識である。同時に彼女には自己の盲目であること

に対する無知が存在する。これらの諸要点は各々関亡しあい，一つのものである，

　　　　There’s　no　ventui”ing

Into　his　bed，　what　course　soe’er　1　light　upon，

Without　my　shame，…

　　　　思い切ってあの方の床に入り

どんなやり方をとってみたところで
耳【トをカ・カ▽よL㌧｝フレナをこeよ1つ）カ・／よし・，

（IV．　i．　ll－13）

彼女の重大な決意は他との結びつきになる。自己をかくし，仮面をかぶるには，他とのつな

がり台いが必要だ。恥は他とのかかわりあいであり，名誉（honour）も同然である，

　　　　1’in　forc’cl　to　love　thee　no“r，

’Cause　tl：Lou　provid’st　so　carefully　for　iitiy　honour，　（V．　i，　47－t18）

　　　　お前を愛さずにはいられない，

これほどわたしの名誉のために心をつかってくれるのだもの。

愛（10ve）と名誉（hOnOur）とは英雄詩劇のテーマになるが，しかしこここではそのような

占典劇的調子はなく，むしろ愛はいつのまにか名誉などにすり換えられている。罪が上下の

関係であるならば，恥とか名誉とかは左右の相対関係である。

　ビーアトリスは，このはてしない相対関係のなかに落ちこんでいる。それが彼女をして絶

望的な行為の連続へとかりたてている。ついに彼女の眼は単なるデ。フローリーズのあの欲

望の眼（the　eye　of　desire）ではなく，ずるがしこい限（the　eye　of　cullllili9）となる，

Or　shelter　such　a　cunning　cruelty，

悪がしこい残忍さをかくしているとは，

（III．　iv．　12！）

とかつてデ・フロ・一一・リーズに発見したものをいまはビーアトリス自身がもっている。しかも

デ・フローリーズに．見出したもを自己のうちに見ることができない。判断の眼が盲目となっ

たとき，彼女はどん底まで行かなくてはならない。そのどん底とは，行けども行けどもつき

ない相対的な世界であり，外的抵抗が無限に続くであろう世界である。この劇が外的な抵抗
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をえがきながら，なお大きな感動を与えずにはいないのは，実に止むことのない相対的抵抗

の組合せの絶望的なまでの広がりのためである。罪が発覚して，ビーア1・リスは死ぬ，

Forgive　me，　Alsemero，　all　forgive；

’Tis　time　to　die，　when　’tis　a　shame　to　live．

お赦し　ドさい、アルセメロ様，どうか。

生きて恥となるときは，死ぬときです。

（V．　iii．　178－179）

かつてこのような死があったろうか。これは単に一つのピリオドにすぎない。また文章は続

くかもしれない。だが一体どこに，

My　God，　my　God，　lbok　not　so　f’ierce　on　me！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
Adders　and　serpents，　let　nie　breathe　a　while！

神よ，神よ1恐しい限でにらまないで下さい1

腹よ，蛇よ，しばらくでも息をつかしてくれo

e

というあのフオースタス（FaUstus）の眼を認められようか。フオースタスの死は終末であ

り，ビーアトリスの死は偶然である。

変化（Change）はこの劇の主題である。アルセメロは，

　　　　Here’s　beauty　chang’d

To　ugly　whoredoin；　here，　servant　obedience

To　a　niaster　sin，　iniperious　inurder；

　　　　ここでは美は変じて

醜い愛欲となり，召使の服従は

大それた殺人という，大きな罪に変った，

（V，　iii．　197－199）

といい，フランシスカスは，

1　was　chang’d　from　a　little　wit　to　be　stark　mad，　（V．　iii．　208）

ぼくも頭の少々たりないのから，まったくの気違いに変っていました，

という。さらにイザベラはやきもちやきの亭主に向って，

　　　　Your　change　is　still’behind，

But　deserve　best　your　transformation， （V．　iii．　209－210）
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　　　　あなたの変るのはこれからよ，

変化しただけの値打ちのあるように願いますわ。

といっている。この劇はたえざる変化からできている。変化しただけの値打ちはあるであろ

うか。イザベラのまことに皮肉っぽい忠告は，この悲劇の忠告である。ビーアトリスの眼の

変化は，この劇の救いのない変化を象徴して，岡三にエリザベス朝からジエイムズー二期に

移行した時期のルネッサンス人のヒューマニズムへの追求の深さを暗示するに至るのであ

る。

皿

　マクベスの眼は，はてしない対立から始まっている。対立は彼の想像の中で広がってゆ
　　　　　　　　　　　　　き，マクベスを不決断の泥沼へ引きこむ。一方彼のはやり立つ野心はそれらをこえて行為へ

と馳りたてる。外的な抵抗と内的な葛藤が同時にある。マクベスの眼は事実を心に伝へ，心

は眼を通して外界を正しく見つめている，

The　Prince　of　Cumberland！一That　is　a　step

On　which　1　must　fall　down，　or　else　o’er　leap，

For　in　my　way　it　lies．　Stars，　hide　your　fires！

Let’　not　light　see　my　black　and　deep　desires；

The　eye　winl〈　at　the　hand；　yet　let　that　be，

Which　the　eye　fears，　when　it　is　done，　to　see．

カンバランド公一一それは踏み台だ，

つまづき落ちるか，飛び越すかせねばならん，

おれの行手をさえぎっている。星よ，光を隠せ，

この胸深くあるどす黒い欲．望を光にみせないでくれ，

眼は手のなすことを見ぬふりをさせろ，だがやってしまえぽ

眼の方が恐れて見なくなることをやっつけるのだ。

a　iv．　tas一，r）3）

光と暗闇の対照。星（Stars），光（light），火（fires）は深くどす黒い（black　and　deep）

と対照されているがいまここに現れている事実は闇そのものではなく，隠す（hide），光を

見えなくする（Let　not　iight　see），見てみぬふりをする（wink　at），眼がおそれてみなく

なる（the　eye　fears　to　see）という一方的な命令形である。マクベスの眼は暗闇の欲望を

のぞきこみ，さらに自己に命じて，自ら進んで盲目になろうとしている。言葉の曖昧さは底

知れぬ恐怖感を伝え，マクベスの眼が伝えるものを心は故意にぼかそうとしている。ビーア

トリスの眼は判断の眼であった。しかしその判断は欲望に対して盲目であり，その無知が彼

女を行為にかりたてている。vクベスの眼はどす黒い欲望をじっと見つめているQ野心と恐

怖とをはかりにかけているQ文体の曖昧さはこの無気昧な状態をうつしている。
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　見ているものと，それを受ける心，決心とが園乱しているために，マクベスの眼は動揺し

ている。パンクオウ（Banquo）は明瞭に見たものと心の画像とを区鯛できる，

　　　　　　1’　th’　name　of　truth，

Are　ye　fantastical，　or　that　indeed

Which　outwardly　ye　show？

　　　　一一まったく

お前たちは幻なのか，それとも真に

眼に見えるままのものなのか。

（L　iii．　52－54）

心に腹黒い野望のない者は，幻と現実とをはっきりと見きわめる。恐れつつも動じない。バ

ンクオウは魔女に語りかける，

1’f　you　can　look　into　the　seeds　of　time，

And　say　which　grain　will　grow　and　which　will　not，

お前たち，時の種子を見通して

芽ばえる種子，芽ばえぬ種子がわかるものなら，

（1．　iii．　58－59）

時の種子（seeds　of　time）は理性の種子（rationes　se」ninales）に内在する衝動の運動あ

るいは発展である。その発展の予言的力を悪魔は絶対的（absolutely）にではなく，推
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
測として（conjectually）持っている。元来この理性の種子は善悪の観念をもっていたの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨラ
ではなく，世界の創造に関連した語であったのである。アウグスチヌスによれば，この世の

生物はすべて変化する（change）が，その変化し成長する根元は種子である。しかしその種

子のまた源となるような極微の，限に見えない種子が存在し，あらゆるものはそこから生じ・

てくる。この説はあらゆる生物の発展と運動を説明するためのものであった。後にこれが民

間の迷信と結びつ．き，魔女（deinon）はこの成長を予測することが可能だと信ぜられるよう

になった。

　バソクオウの眼は幻を幻として認識する眼である。彼は時の種子をのぞくことはできない

と信じている。しかしマクベスの恨はそのようにはっきりしてはいない。どんより曇った眼

である，

’1“hat　he　seenis　rapt　withal：

出あったことで彼は我を忘れているようだ，

（1．　iii，　57）

バンクオウが語っているその時のマクベスの眼はすでに時の種子を見ている。マクベスの限

がすでに劇の発端から曖昧なことは誰の限にも明らかだ，

So　foul　and　fair　a　day　1　have　not　seen．

こんなに悪くて良い日を見たことがない。

（L　iii．　38）
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すでにこれは魔女たちの，

Fair　is　foul，　aticl　foul　is　fair，

きれいは汚い，汚いはきれ曳、・，

（1．　i，　11）

という呪：文と関連している。マクベスの眼が心を奪われて（rapt）いることと関連している

のであるQ幻（fantastical）と外観（outwardly）とを判別するバソクオウと，まったく対

照的な眼をマクベスがもっていることから劇は始まるのだ。眼はあらゆる能力を駆使して事

実を見通そうとするが，その範囲の外は闇なのである。マクベスの不安は眼に対する不安で

ある。種子を見通す眼と暗黒になる不安との葛藤である。

　マクベス夫人には葛藤はみられない。彼女の眼は暗黒を一直線に見つめている。マクベス

の仮定法的眼に対してマクベ．ス夫人の眼は直接法的眼である。現在と未来は強引に結びつけ

られ，時間は常に現在と同じである。彼女の眼でみたものが今あるものである，

　　　　Great．　Glainis！　worthy　Cawdor！

Greater　than　both，　by　the　all－hail　hereaiiter！

Thy　letters　have　transported　me　beyoncl

This　ignorant　present，　and　1　feel　now

The　future　in　the　instant．　（L　v．　54－58）
　　　　偉大なグラームズ，そしてあっばれコーダーの領主様，

そのいずれよりか尊く，これからは万万歳といわれたお方，

お手紙はこの未知の現在を越えて，

私の心を奪ってしまいました。今は

直ちに未来がつかめそうに感じます。

マクベスと夫人は心が奪われた（rapt，　transported）状態であることにおいて同じだが，眼

の性質はまったく異っている。マクベス夫人の眼は固定している，

　　　　O！　never

S，　hall　sun　that　niorrow　see！

　　　　あX，決して

明日という日の口を見せてはなりませぬ。

（1．　v．　60－61）

夫人の眼は意志の眼（the　eye　of　wi11）である。彼女は一元論の世界にいる。現在は未来と

結びつき，未来の行為は現在のものと同じである。彼女は行為のためにII音黒に呼びかけ，行

為のためにこの世界すべてが協力をするように祈る，

　　　　Come，　thick　Night，

And　pall　thee　in　the　dunnest　smoke　of　1／leil，
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That　my　keen　knife　see　not　the　wound　it　makes

Nor　Heaven　peep　through　the　blanket　of　the　dark，

To　cry，　‘［Hold，　liold！”

　　　　さあ，濃い夜よ，

地獄の暗闇の煙でお前を包め，

私の短剣が自ら切った傷口を見ないように，

天がその暗闇の毛布からのぞいて

「待て，待て」と1叫ばぬように。

（1，　v，　50－i’u，，1）
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マクベス夫人は行為のために眼をふさぐことができる。1’．1由自在にi】艮をあやつる。

　　　　To　beguile　the　tinie

Lool〈　like　the　time，　clear　welconie　in　your　eye，…

　　　　世をあざむくには，

世間並の顔付をなさって，眼には歓迎のふりをなさり…

（L　v，　62－63）

彼女はこともなげにこの忠告を幾度も繰返す，

　　Only　look　up　clear，　（1．　v，　70）
　　何くわぬ顔でいらして一ドさいまし。

マクベスの限はこのような自由をもちあわせない。なるほど彼はマクベス夫人のように，

…nock　the　tinie．　“tith　fairest　show

…はれがましい顔で世を’欺くのだ

（1，　vii．　81）

というときもある。はれがましい（fairest）は魔r女のきれい（fair）とも通じ，マク’ベスが

まったく不可思議な世界に入りこんでいて，限が狂わされていることを示すが，しかし彼は

眼を暗闇によってかくすことができない。マクベスの眼は終始事実を伝えている。

ビーアトリスの眼の無知を赦されない。シェイクスピアの作品中，「マクベス3の眼ほど未

知で神秘なものはない。決心（それは心（heart）といいかえられる）と限との対比はすで

にマクベスの眼にもみられたが，もちろんシェイクスピアの初期の作品には多く見出されて

いる，

It　is　engendred　in　the　eyes，

With　gazing　fed，　ancl　Fancy　clies…

浮気は眼で生れ，

見つめて育って，やがて死ぬ…



c）・t

　　　　　　　　　　　　　　（9）
「ヴェニスの商人」の歌である。愛（love）を主題としたものに多くある技巧の一つである
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
ことはすでにふれた。ソネット46番は心（heart）と眼（eye）との対照を扱っている，

Mine　eye　and　heart　are　at　a　mortal　war

How　to　divide　the　conquest　of　thy　sight；

ぼくの眼と心は君の姿を見る権利を

どう分けあうがで必至に争っている，

（LL　1－2）

結局眼は外観（outward　part）を，心は内面の愛（inward　love）をめでたくその権利と

認めあうが，実際そのようにうまく協調しあうことはできないことがやがてわかる。眼それ

自身の機能は変らなくても，心の乱れは眼を狂わせ，眼が変れば心は揺れ動く。ソネット

137番は，一層眼と心の関係が複雑で微妙である。眼は最も美しいものを最も醜く，醜いも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
のを美しくみせもする。状態の交替（interchange　of　state）が明らかにされる。価値観や

信念はゆれ動いている，

In　things　right　true　my　heart　and　eyes　have　erred，

And　to　this　false　plague　are　they　now　transferred．

眼も心も狂って正しく見る力を失い，

救い難い油画の病にかかっている。

（Ll．　13－14）

眼は単に外観を写すという機能からはみだして，眼と心とはいりみだれ，深い切実な関係を

生じている。ソネッ1・113番になると，

Since　1　left　you，　inine　eye　is　in　my　inind，

And　that　which　governs　me　to　go　about

Doth　part　his　function　and　is　partly　blind，

Seeins　seeing，　1）ut　effectually　is　out；

君と別れてから，ぼくの眼は心に住まった，

ぼくを指図して歩かせてくれるべきなのに，

その機能を失せてなかば盲目となり，

見ながら，その実なにも見ていない。

（Ll．　1－4）

恋愛詩における心と根の関係を，そのまま悲劇における眼に置きかえることはできない。し

かし眼と心の暖昧さがやがては深い面での対立をひきおこすであろうことを見ることができ

るQ

　マクベスの限はこの曖昧さの極致にある。彼の恨は行為の行方を予測している。それはマ

クベスに押し止めようもない畏怖の念をよびさます。また彼の眼は現実をよく見ている。時

の種子をのぞきこむ眼と現実をみる眼とが対立する。はやり立つ野心がこれらの眼をあると

きは抑制し，あるときは煽動する，
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Is　this　a　dagger　which　1　see　before　me，

The　handle　toward　my　hand？　Come，　let　me　clutch　thee．

1　have　thee　not，　and　yet　1　see　thee　still，

Art　thou　not，　fatal　visioR，　sensible

To　feeling　as　to　sight？　or　art　thou　but

A　dagger　of　the　mind，　a　false　creation，

Proceeding　from　the　heat－oppressed　brain？

Isee　thee　yet，　in　fon皿as　palpable

As　this　which　now　1　draw．

Thou　marshall’st　me　the　way　that　1　was　going，

And　such　an　instrument　l　was　to　use！　（IL　L　33－43）

これは，眼の前に見えるのは短剣か，

柄をおれの手に向けているのは。さあ，つかんでやるぞ。

つかめない。まだ見えるぞ。

不吉なまぼろし，眼に見えても

手に感じられないのか。それとも

心にのみ見えるものか，まがいものか，

熱にうかされた頭からひねりだされたものなのか。

まだ見える，たった今引きぬいた

この匁と同じにみえるが，

おれの行く所へつれて行こうどいうのだな，

そんな業物をおれは使おうとしていたのだなσ

まぼろしに見える短剣と自らの手でにぎりしめている短剣と，マクベスは較べようとしてい

る。マクベスの眼はまぼろしを心に伝え，心はまがいものかあるいは真実なのか，もう決断

できないでいる，

Mine　eyes　are　made　the　fools　o’　th’　other　senses，

Or　else　worth　all　the　rest：　1　see　thee　still；

眼が他の感覚に馬鹿にされているのか，

他の感覚以上に鋭く．なつちまったのか，まだ見えるぞ，

（II．　i．　t・14－45）

やがてマクベスの眼は血の滴りすら見るQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　
　幾度か示された我を忘れる（rapt）状態は，マクベスの眼が伝えるものを心がはかりかね

て，恐怖と不安が増大し，やがては眼のみるものまでそれがまぼろしか，見たままのものか

明らかではなくなってしまった状態のことをいうのである。この限の困乱と心の1慶昧さとの

間にはもちろん密接な関係が見出される，

　　　　Present　fears

Are　less　than　horrible　imaginings
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My　thought，　whose　murder　yet　is　but　fantastical，

Shakes　so　iny　single　state　ot’　inan　tha’t　function

Is　slnothered　in　sし11］111ise，　and　nothil〕g　is

l’）ut　what　is　not，　（L　iii．　137－lt12）
　　　　今の恐怖は，

恐ろしい想像に較べれば物の数でないQ

わしの思考はまだ空想の域をでない殺人にすぎないが，

これほどにわしという一仙の≡＝E国をゆり動かし，

そのために行動力も想像で窒息させられ，

現実にないものを除いては何もない。

眼と決断する意志との特殊な関係が次第に明らかになってくる。行為に傾く心は良心の限を

ふさいで暗闇をみる眼のみを赦す。それでいながら恐怖は，あからさまに自己の行為を見ま

いとしているQ現在の恐怖（present　fears）をみる眼は恐ろしい想像（horrible　imaginings）

即ち未来をみつめる眼，思考（my　thQUght）つまり現在の眼は，想像（SUrmiSe）即ち未

来の眼にくもらされたままで殺人が行われようとする。機械的な行為のみを見る限，と良心

の反省の眠。現実を明1融こ写実しようとする11艮とまぼろしをみる眼。直接法現在形の眼と仮

定法未来形の眼。一元論の限と多元論的眼。これらの眼が困乱してII愛馬なままにあり，その

ままのかたちでダソカソ王は殺害される。

　マクベスの殺人は，ビーアトリスのように見えないままで行われていったのではなかっ

た。彼には行為の予見があり，いわば彼は片眼で王になったようなものだ。世を欺く（To

bcgし1ile　the　time）という前向きの姿勢があった。殺害がどのような結果をもたらすか，閉

じられた一方の片眼はかつてマクベスに語った，

And　1）ity，　like　a　naked　new－1］orn　bal］e，

Striding　the　blast，　or　heaven’s　Cherubins，　hors’d

Upon　the　sightless　couriers　of　the　air，

Shall　blow　the　horrid　deed　in　every　eye，

That　tears　shall　drown　the　wind．

寄留は生れたての赤ん坊のように，

疾風にまたがり，あるいは天童が

眼に見えぬ天馬にうちまたがって，

あらゆる老の限にその恐ろしい行：為を吹ぎつけ，

涙が風を溺らすほどになるだろう。

（L　viii　21－25）

眼の裏切りはマクベスが予感していた。にもかかわらずマクベスは眼をつぶる。生れたての

赤ん坊のように無力（helplessness），無垢（ilmocence），．毒U（blindness）の象徴である

li艮は閉じられる。人情のミルク（the　milk　of　hulllall　1〈indness）は里〕；心に圧倒される。しかし

この限は死んだので1よな：い。，閉じられている．昌Eに急速に生長すイノ。マクベスが行：為のすさま

じい力によって押し殺されている間，この生長は明らかになることはないだろう。ただ底知
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れぬ恐怖と共にマクベスを一層はやり立つ行為へとかりたてるのである。

　マクベスの眼がまったく行為の眼にかたよって，他の眼を盲目にしてしまおうと必至にな

る間に，眼は裏切りを用意する。限はある一つの決定，…つの安心のみを心に伝達する。い

まマクベスは限でみたもの以外認めないことで心の安心を得ているQかつてマクベス失人は

いった，

　　　　’tis　the　eye　of　childhood

That　1－ears　a　painted　clevil，

　　　　絵にかいた悪魔を

恐ろしがるのは子供の眼です。

（IL　li．　5，：3－5／t）

子供の眼は成長する。成長はマクベスにとって裏切りである。亡霊の眼がにらむ，

Thou　hast　no　speculation　in　those　e，yes

Which　thou　dost　glare　with！

お前はいくら限でにらんだとて

視力がないではないか。

（III，　iv，　95－96）

マクベスは一・層限の恐怖を1勇ミかねばならないと感じる。他人には見えないものが彼には見え

る，

What　］nan　clare，　1　dare．

男のすることならなんだってやってやる。

（III．　iv．　99）

それでマクベスの「子供の眼」は見えゾ：gくなるだろうか？彼は悪魔に非びかける，

　　　　Come，　seeling　night，

Scarf　up　the　tencler　eye　of　pitif’ul　day，

And　with　thy　bloocly　and　invisible　hand

Cancel　and　teac　r　to　pieces　that　great　bond

Which　keeps　me　paled！

　　　　さあ，．盲目にする夜よ，

憐閥をよぶ昼のやさしい限を覆え，

．醗まみれの，眼に見えない手で

おれの顔を青ざめさせるあの大きな

命の借川i証を1文．占にし，ずたずたに．裂いてくれ、二，

（III．　ii．　46－50）

このときのマクベスは以前のダソカン王殺しにもまして断固たる決意でバンクオウ殺しを命

じているのだQ1盲Elにする夜（seeling　iiight）と血まみれの眼にみえない手（bloody　and
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invisible　hand）は｛i．i／という及肉だろうかQ彼の行為は憐潤をよびこむ昼（pitiful　day）の

情深い眼（tender　eye）を眼かくしせねば出来ない。しかし憐欄はやがては疾風にまたがっ

て，眼にみえぬ天馬にのってやってくるだろう。心の平和は死者と共に去ってしまている。

すでにマクベスはマクベス夫人の眼すらおよばない力で事をはこぶようになっている。マク

ベス夫人はもはやマクベスに対して何の力にもなっていない。彼女のかつての圧倒的な眼の

力は，マクベスの眼の力に及ばなくなっている，

Macbeth．　…there　shall　be　done
A　deed　of　dreadful　note．

Lady　Macbeth．　What’s　to　be　done？

マクベス。　　　　　　　…今に

恐ろしいことがもちあがるよ。

マクベス夫人。　　　　何がもちあがりますの。

（III．　ii．　43－44）

しかしやがて魔：女が，

Show　his　eyes，　ancl　grieve　his　heart；

Come　like　shadows，　so　depart．

眼に見せろ，心を悲しませろ，

影のようにでて，影のように消えろ。

（IV．　i．　110－111）

というとき，マクベスの眼は逆転する，

Thy　crown　does　sear　mine　eye－balls，

きさまの王冠がおれの眼玉を焦力Rす。

（IV，　i．　113）

にわかに限は．逆転し，殺人行為がもうマクベスの眼を一つの視野に向わせなくなっている。

絶望的なほどに子供の眼が成長して，憐欄となり，行為の眼をおぼらそうとしている，

Horrible　sight！

恐ろしい光景だ。

（IV．　i．　122）

これはダソカソ（DUncan）王殺しの直後の，

This　is　a　sorry　sight，

なさけない光景だ。

（II．　ii，　20）

を思いおこさせる。しかしこの光景（sight）をみるll艮はちがっているQかつてマクベス

は，あの海原の水で手をすすいでも洗い落せないという有名な独白の直前に，
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　　　…they　pluck　out　mine　eyes　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II．　ii．59）

　　　眼の玉がえぐられる。

といった。愈々よいう，

　　　B・t。。m。，e、ight、！　　　層　　　　　（IV．　i．155）

　　　もう幻影はたくさんだ。

絶望的な意志の力で彼は自己の眼を変えないまま心慮の眼に背をむける，

　　　The　very　firstlings　of　my　heart　shall　be

　　　The　firstlings　of　my　hand，　　　　　　　　　　　　　　（IV．　i．147－148）

　　　心の初子は

　　　手の初子にするんだ。

マクダフ夫人と子供は惨殺される。心の眼に対する復讐である。

　気づいてみればそれは想像を絶した恐ろしい光景になっている。何の葛藤もなかった妻の

眼は，その気づかぬいくばくかの時間のうちに見る力を失っている，

　　　You　see，　her　eyes　opell．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．　i，23）

　　　ごらんください限は開いておられます。

だが侍女は答える，

　　　Ay，　but　their　sense　are　shut．　　　　　　　　　　　　　　　　（V．　i．24）

　　　はい，でも何の感覚もございません。

彼女の眼は幕の初めの祈りの通り闇をみつめている。見開いた限は何もみえない。しかし恐

ろしいことに，彼女は盲目のまま何かを見ているのだ，

　　　Out，　dam116d　spot！out，　I　say！　　　　　　　　　　　　　　　　（V．　i，34）

　　　　　　　　　　　　　　　し　み
　　　消えてしまえ，のろわしい汚点。落ちてしまえというのに。

マクベスは医師の報告によってこの事実を知らされている。行為の前の状態において，現在

の野心を信じ，マクベスの未来への恐怖と対立していたマクベス夫人の，

　　　　　　　Come　to　my　woman’s　breasts，

　　　And　take　my　milk　for　gali，　you　murd’ring　mhlisters，

　　　Wherever　ill　your　sightless　substances
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You　wait　on　nature’s　mischief！　’

　　　　このわたしの女の胸にやってきて，，

乳と搾汁と取っかえてくれ，さあ人殺しの助太刀ども。

おまえたちはどこへでも限に見えない実体となって，

自然の悪事の手助けをするではないか。

（1．　v．　46一一49）

という祈りが，想像もでぎない真実となってせまっている。思えば眼にみえない（sightleSS）

という表現が幾度この主人公たちから1川・ばれたことか。限にみえないものが今回復しがた

い重みとなってせまってくる。マクベスは眼にみえない急使（sightless　couriers）を恐れ，

マクベス夫人は眼にみえない実体（sightless　substances）に呼びかけたのであった。眼の

裏．切りの予兆と，現実以外を無視した限とは対照的であった。だが今はその対照は無意味な

ものになっている。眼の裂切りを通して彼らは，『その予測力をはるかに越えた非人間的な世

界へとはまりこんだのである。いままさにマクベスは人間の限界を越えた悪の力をふるおう

としているが，丁度マクベス夫人がその弛いやすことのできない妄想の呪いにとりつかれ，

もはや人間ではなくなってしまたように，マクベスもやがて死がまぬがれぬことを悟るだろ

う。

　「マクベス」の限のイメージの主題は，眼の暖昧さであり，眼の裏切りである。眼が動揺

し，状態が交替（iiiterchange　of　state）してゆくというのは，悲劇以外のイメージにもす
　　　　　　　く　ヨラ
でに現れていた。しかし悲劇，特に「マクベス」における眼は一層深い裏切りをえぐりだし

ている。マクベ．スは，劇の最初から眼の二丁の意味，眼の曖昧さを意識している。それはあ

のビーアトリスが，判断の眼を確信しノよがら，欲望の眼にいつのまにかひきつけられ，それ

にもかかわらずその変貌に対して眼を覆い，仮面をつけようとしたこととはまったく異質な

ものである。またデ・フロリーズの眼は欲望の眼であり，マクベス夫人の眼は野心の限であ

り，共に一元的世界にいる点において共通しているが，しかしデ・フP一リーズが現実の世

界そのものであり，彼は想像の世界，いわば形而上の世界から遠いに反して，マクベス夫人

の眼は言うべくして言い得ない三二霊の誘惑の力を示している。それは「マクベス」という

劇が単なるこの現実世界の写実にとどまっていないで，より精神の深い領域とかかわりあっ

ているところがら埋解されるQ

　これらを考察した上でさらに深い内容を与えているのは，「マクベス」の眼は単に二枚舌

であったのではない事実である。マクベスの眼は，行為に進んで，次第に人間性をはぎと

り，冷酷になってゆく。マクベス夫人は反対にある時から突然破綻が生じて生きながら死人

となり，妄想の中で罪の汚点を見るようになる。この両者にはそのような発展がみられ，ま

たそれがこの劇の．見事な見どころになっているのであるが，しかし結局このどちらの眼も行

きつくところは一つであるように思える。それこそ宇笛の冷酷さ，マクベスがあれほどまで

限の葛藤に悩みながらなお気づかなかったもの，この世界を皮配する無感動である。マクベ

スは幕の終りに近くいう，



マクベスの眼とビーア1・リスの眼 ．
－h

7

Direness，　familiar　to　my　slaしighterous　thoughts，

Cannot　once　start　me，　（V．　v，　14－15）
どんな恐．しいことも，おれの人殺しの頭になじんでしまい，

ちっとも驚うかない。

ビーアトリスと同じ悪の習慣性を思わせる恐ろしいマクベスであるが，同時に彼はい
う，

　　　　　　　0しlt，　out，　brief　candle！

　　　Life’s　but　a　waltdng　shadow，　a　poor　player

　　That　struts　ancl　’frets　his　hour　upon　the　stage．，

　　　And　then　is　heard　no　more：　it　is　a　tale

　　Told　by　an　idiot，　full　of　sound　and　fury，

　　Signifying　nothing．　（V．　v．　23－28）
　　　　　　　消え失せろ，はかない光。

　　　人生は動きまわる影・だ，はかない役者だ。

　　　舞台で自分の時間をもったいぶって演じたり，いららだったりするが，

　　　やがて忘れ去られてしまうQ白痴の

　　　たわごと，わめき怒ってはみるが，

　　　何の意味もない。

結局マクベスの眼は無意昧になる。彼の眼は影を見つめる眼だ。

　「チエインジリング」のビーアトリスの眼は，平面土の無数の諸関係からなりたってい

た。これはどこまでそのつながりを求めていっても限りのないものであり，対立は対立をよ

びこむ。ビーアトリスの眼はその対立にくもらされて，行動が絶望的な無秋序を生む。神を

　　　ま中心とした縦の上下の関係は見られなくなって，横の相対的関係の中で悲劇の発端が追求さ

れていく。「マクベス」の主人公の限は，ビーアトリスの平面的，外的な抵抗が，マクベスとい

う英雄，人間のうちで最大の想像力と強大な権力を持った者の内面に反映し，外面と内面と

が緊密に結び合わされて，意識は深められ，それが眼の複雑さを示している。眼は困乱し，

一層マクベスの内面の苦悩を深めてゆく。このようにして表現されうるものは何か。それは

「チ。、イングジング」にはわずかにしか認められない世界，恐ろしい悪的世界の存在であり，

人間の苦悩や行為の力をも無視する冷酷な世界の暗示である。これは中世的世界観の根底を

なしていたキリスト教の神とその下位の人間界との上下の関係を丁度逆にした関係，人間の

相対的諸関係を包む無慈悲で冷酷な宇宙と人間の関係の暗示であるように思えてならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終り）
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注

　本論は第六回シェイクスピア学会大会での研究発表と雛四測青山学院大学英文学会大会での研究発．表

を骨子として，さらに考察を加え書き改めたものである。テクストはシェイクスピア作の「マクベス」に

は主としてThe　Nezv　Shakespeαre．　ed．　by　J．　Dover　Wilson（Cambridge，1960）を使用し，さらに

Tlte．Arden　Shaleespeare　ed．　by　Kelme亡h　Muir（London，1961）とThe　Kennet　ShaleesPeαre　ecl，　by

Michael　Davis（Lo11（lon，1964）を併用したuまたミドルトソ，ロウリイ合作「チエインジリソグ」に

は主としてThe　Revels　P勿s　Series中のN．　W．　Bawcutt編（London，1958）を使用し．，さらに

「篠崎英米文学研究叢書（8）一｝の笹山li条教授注釈（Tokyo，1961）と，　The　P醜9％珈Englzish　Library

のThree　facobean　Trαgedies　ed．　by　G5mini　Sal頭do（Middlesex，1965）を併用した。

に、’ ＊ ＊ ＊ ’
、

、
’

＊N ＊

（1）

（2）

（3）

（　“i’　）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（1　1）

（12）

（13）

Robert　Burto’n，　The　Anatomy　of　Metancholy．Intro，　by，Holbrook　Jackson　（London，　1964），

III，73．ただしこの引用は直接マーPウ（Marlowe）のHero　and　Leander（1598），　Sest．1，

ll，ユ22－4．　in　Poeins，　ed．　L．　C．　Marti11（New　York，1966），3・1．．からとった。

旧約聖書「レビ記」第十一草七節と新約聖書「マルコ伝」第五章十一節以下参照。

“The　Fire　Sermon”ill　The肱sJθLand（1622）IL　187－188，　ill　Cottected　Poeinsエ90g＿

1935　（London，　1958），　68．

このせりふはアントニオのものとしている版もあるが，本論ではこの部分をSalgado版に従った

Bawcut亡魂ではIII，　iii，185－187．

Salgado版に従っている。

Marlowe，　Dr，　Fa”stus，ed，　li　veclerick　S，　Boas　（New　York，　1966）．　V，　ii，　191－2，

cf，　Walter　Clycle　Curry．　ShafeesPeare’s　PhitosoPhical　Patterns，　（Louisiana，　1959）　p．　4s．

The　Essential　Angustine，　ed．　Vernon　J．　Bourke，（New　York，1964），102．（7）（8）の他悪

魔学との関連については大山俊一教授の御教示によるところが多い。

Mercltant　of　Venice，　III．　ii，　63－64，　in　The　New　SltaleesPeare．　ed，　J，　D．　Wiison　and　Sir　A．

Quiller－Couch　（Cambridge，　1953）．　“
以下Sonnetsについては主として，　The　Ne’w　Shaleespeare．　e〔1．　J。　Dever　Wilson（Canlbridge，

1966）ならびに丁加Signet　Ctassic．　ed．　William　Burto（New　York，1964），　SJtakespeare’s

Sonnets，　ed．　Martin　Seymour－Smith，　（London，　1963），　SlzaleesPeare’s　Sonnets，　ed，　A，　L．

Rowse，（New　York，1964）を併用した。

Sonnet，　64－9，

“rapt”は各所に表現されている。　Cf．1．　iii．57，142；LV，5．

Cf．　Sonnet．　64
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